






























D. 考察&E. 結論
8 ブロック（北海道・東北・関東・中部東海・近

畿・中国・四国・九州）別にみた肝癌死亡の疫学的
状況を把握するために、人口動態統計の肝癌死亡数
の経年データを用いた解析を行った。その結果以下
のことが明らかになった。
1. 肝癌死亡数は経年とともに低下し、特に 64 歳

以下の肝癌死亡数が急減している。
2. 1958-2018 年の人口動態統計のデータをもと

に、一般化線形モデルによる 2030 年までの 75
歳未満年齢調整肝癌死亡率の将来推計を行った
結果、全国および 8 ブロックで 75 歳未満年齢
調整肝癌死亡率は 2020 年以降急激に低下し、
2030 年にはいずれのブロックでも 75 際未満人
口 10 万人対～4 人程度に低下すると推定され
た。

「肝炎対策取組状況調査（2018 実績）」から、受
検・受診・受療・フォローアップ・診療連携に関す
る項目をスコア化し、肝癌死亡数・率、肝炎ウイル
ス検査受検率、肝臓専門医数の数値と併せて、レー
ダーチャートを作成した、その結果以下のことが明
らかになった。
1. 受検・受診については、すでに多くの都道府県

で高いスコアがみとめられた。
2. 一方、受療、フォローアップ・診療連携につい

ては、地域差が大きいことが明らかになった。
3. スコアが低い都道府県の中には、保健所や委託

医療機関に任せているので都道府県では把握し
ていないという回答も多くみられ、都道府県と
保健所、委託医療機関、市町村での情報共有も
必要であると考えられた。

以上から、肝炎対策をスコア化し、レーダーチャ
ートで「見える化」することで対策の課題抽出とし
て有用と考えられた。また、肝癌死亡率の将来推計
は、日本のウイルス感染 Elimination に向けた基礎
資料として使用可能であると考えられた。
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